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「大切なこと」のホワイトボードを見た時の感動は大き
かった！リ・プーミョンという人の頭の中の一見混沌
としているさまが、表現という形で一瞬にして見えた
ようだった。

藤岡朝子（山形国際ドキュメンタリー映画祭コーディネーター
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この街に流れる時間や日常を永遠なもののように感じた。
そしてその街を全速力で走り抜けるプーミョンの
「いのち」を束の間のもののように感じた。
はかない永遠。というようなことを思った。

市JIl 準（映画監督）

若いスタッフたちが、極めて自然な選択として障害者
の人生の豊かさを拓く手伝いをしながら自らの生をも
充実させて行く姿に、深く心を動かされた。

住田潮（筑波大学社会工学系教授）

大阪市生野区に住む一人の自閉症の膏年。彼に惹かれ、ときに
は反発し、掻き回される街の人々。彼等の生み出す笑いとエネル
ギーの中で、映画はひとつの「ありよう」を見つけ出す。それは、
人間としての約束事と絆を基盤にした生活が、何の需理もなく存
在している姿だ。障害者でも健常者でも、その人はその人のまま
が一番いい。お互いに至近距離まで近づいて、自分のものではな
い呼吸を感じ、そしてし＇っとただ傍にいる。人々のこの「ありよう」
は街のいたる所でささやかな光を放ち、その光を拾い集めて映画「自
転車でいこう」ができあがった。映画の中で、人々は自転車のベ
ダルを踏み読ける。それぞれのスピードで、それぞれの角を曲が
って、それぞれの方向へ。映画が終わっても。

「家、 ドコ―?」-----
質問することが、プーミョンのあいさつだった。・

李復明（リ・プーミョン）は二十戴。大阪の生野区に住んでいる。
重度の知的障害者。よくしゃぺり、よく動く。プーミョンの仕事
は福祉作業所の営業係だ。毎日毎日自転車を漕いで街へ製品を売
りに出かけるのだが、行く先々で雄かに話しかけ営業を忘れてし
まう。たこ焼屋のお婆ちゃん、自転車屋のおじちゃん、フォーク
リフトの運転手、喫茶店のおばちゃん・・ということでブーミョン
の営業成績はかなり悪い。
一日の仕事を終えると、彼は必ず街中の学童保育所に立ち寄る。
健常児と障害児を一緒に保育する「じゃがいもこどもの家」だ。こ
このスタッフはみんな彼と同年代。ブーミョンとスタッフとこども
連の賑やかで着通の付き合いが、街の人々とともに過ぎていく・・・。
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